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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ワ
ン
ゲ
ル
行
軍
ー
羅
臼
岳
編

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
４
８
Ｖ

【
作
者
名
】

　
介
護
さ
ぶ
ら
い
（
か
い
ご
さ
ぶ
ら
い
）

【
あ
ら
す
じ
】

　
知
床
半
島
に
聳
え
る
、
羅
臼
岳
。
某
大
学
ワ
ン
ゲ
ル
部
が
、
夏
の
部
活
に
知

床
半
島
の
踏
破
、
行
軍
を
計
画
。
本
隊
と
山
越
え
の
別
働
隊
を
組
織
。
二
人
の

別
働
隊
は
、
山
越
え
行
軍
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
１
９
６
７
年
８
月
頃
、
実

話
を
元
に
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
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（
前
書
き
）

「
人
は
、
自
然
の
一
部
で
あ
る
」
こ
と
を
、
ワ
ン
ゲ
ル
の
部
活
を
通
じ
て
、
知

り
ま
し
た
。
４
０
年
以
上
前
の
実
話
で
す
。
自
然
は
「
優
し
く
も
、
厳
し
く
も

な
い
」
。
人
間
の
世
界
の
方
が
、
、
、
。
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払
暁
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
、
阿
吽
の
合
図
で
、
宿
舎
を
出
立
。
お
互
い
に
、
表
情

を
見
合
わ
せ
。

「
行
こ
う
か
」
相
方
が
。

キ
ス
リ
ン
グ
を
確
か
め
る
様
に
、
何
度
か
、
リ
ュ
ッ
ク
の
肩
紐
を
、
揺
す
り
上

げ
る
。
整
備
さ
れ
た
登
山
道
は
な
い
、
山
道
は
、
先
人
が
切
り
拓
い
た
、
そ
ま

道
だ
。
そ
れ
を
、
辿
る
行
軍
で
あ
る
。

足
場
は
、
思
っ
た
以
上
に
悪
そ
う
な
、
山
越
え
の
行
軍
で
あ
る
。
一
昨
日
、
北

海
道
の
旧
国
鉄
、
中
標
津
駅
前
で
、
二
人
で
野
営
。
翌
日
、
羅
臼
町
入
り
し
、

宿
舎
に
入
っ
た
。

知
床
半
島
、
羅
臼
岳
を
縦
断
し
、
反
対
側
の
岩
尾
別
へ
下
り
る
。
そ
こ
で
本
隊

と
合
流
し
、
知
床
五
湖
を
巡
る
行
軍
で
あ
る
。

本
隊
は
、
斜
里
町
か
ら
岩
尾
別
へ
向
か
い
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
、
山
越
え
す
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る
二
人
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
半
時
間
ほ
ど
で
、
山
道
入
り
口
に
到
着
。
幅
員
は
、
狭
い
。
先
人
の
足
跡
を

頼
り
に
、
登
攀
を
開
始
。
雑
木
林
で
覆
わ
れ
、
靄
が
か
か
り
、
視
界
は
１
０
数

メ
ー
ト
ル
先
が
見
え
る
程
度
。

　
あ
ち
こ
ち
に
、
脇
道
が
あ
る
。
殆
ど
が
、
獣
道
だ
。
こ
れ
に
迷
い
込
む
と
、

命
に
か
か
わ
る
。
登
り
は
、
良
い
が
、
下
り
は
、
獣
道
に
は
細
心
の
注
意
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
人
が
切
り
拓
い
た
山
道
か
獣
道
か
、
を
見
分
け
な

が
ら
、
だ
。

　
相
方
は
、
独
特
の
歩
を
崩
さ
な
い
。
息
遣
い
も
、
安
定
し
て
い
る
。
彼
の
登

山
靴
に
は
、
鉄
が
打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
時
折
、
山
道
に
む
き
出
し
た
岩
を
噛

む
音
が
す
る
。
入
山
し
、
２
時
間
ほ
ど
か
、
視
界
が
、
な
か
な
か
開
け
な
い
。

道
が
急
に
、
立
ち
上
が
っ
て
き
た
。

相
方
も
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
。

「
休
も
う
か
～
」
相
方
の
手
が
、
リ
ュ
ッ
ク
に
伸
び
て
き
た
。
相
方
が
、
脇
道

で
、
清
水
を
見
つ
け
た
ら
し
く
、
リ
ュ
ッ
ク
に
ぶ
ら
提
げ
て
い
た
、
ア
ル
ミ
コ
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ッ
プ
を
外
し
て
い
た
の
だ
。

「
う
ん
、
ち
ょ
っ
と
、
こ
の
道
は
き
つ
そ
う
や
」
声
を
か
え
す
。
交
互
に
、
冷

た
い
岩
清
水
を
飲
む
。
タ
バ
コ
を
取
り
出
し
、
一
服
す
る
。
腕
組
し
な
が
ら
、

二
人
で
、
見
え
な
い
、
山
頂
へ
、
煙
を
吐
く
。
吸
い
終
え
。

「
行
く
で
～
」
立
ち
上
が
っ
て
き
た
山
道
へ
、
向
か
っ
た
。
小
刻
み
に
、
小
休

止
を
繰
り
返
す
。
岩
肌
が
続
く
、
山
道
。
両
手
両
足
を
使
い
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
登
攀
。
先
人
が
削
っ
た
、
痕
跡
の
残
る
、
岩
を
踏
み
台
に
す
る
。
赤
や
青
、

紫
、
白
等
の
、
小
さ
な
花
を
足
元
に
見
な
が
ら
。

「
○
○
、
あ
れ
っ
！
、
見
て
見
ぃ
ー
」
指
差
す
、
方
向
に
、
転
げ
落
ち
そ
う
に

な
っ
て
い
る
、
巨
岩
と
白
い
塊
が
見
え
た
。
万
年
雪
の
雪
渓
だ
。
人
影
も
。
相

方
を
振
り
返
っ
た
。

「
八
合
目
や
、
一
気
に
行
こ
う
」
表
情
を
、
緩
め
て
言
っ
た
。

八
合
目
は
、
胸
突
き
八
丁
だ
。
一
番
き
つ
く
、
ガ
タ
イ
が
鳴
き
そ
う
に
な
る
。
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「
一
気
に
」
の
声
で
、
そ
れ
を
、
吹
き
飛
ば
し
、
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。
相
方

の
気
合
で
、
色
が
変
わ
っ
た
、
急
崖
を
、
這
い
つ
く
ば
っ
て
登
攀
。
下
を
見
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
、
数
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
開
け
て
、
相
方
が
。
落
石
、
滑

落
に
備
え
、
間
隔
を
開
け
て
い
た
の
だ
。
滑
落
し
た
ら
、
彼
は
、
躊
躇
な
く
、

反
応
す
る
だ
ろ
う
。

 　
転
げ
そ
う
な
、
巨
岩
に
た
ど
り
着
い
た
。
万
年
雪
の
、
雪
渓
に
い
た
数
人
の

パ
ー
テ
ィ
に
、
大
声
で
。

 「
こ
ん
に
ち
わ
ー
」
と
、
挨
拶
。

 「
こ
ん
に
ち
は
ー
、
こ
ん
に
ち
は
ー
、
お
疲
れ
さ
ん
で
ー
す
」
数
人
か
ら
、
挨

拶
が
返
っ
て
来
た
。
静
寂
の
中
、
声
が
透
き
通
る
。

 「
山
岳
部
や
な
～
」
小
声
で
、
耳
打
ち
。
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「
そ
う
や
な
～
」
相
方
が
、
頷
く
。
彼
等
の
装
備
を
見
て
、
す
ぐ
に
分
っ
た
。

巨
岩
の
真
下
に
は
、
厚
さ
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
万
年
雪
の
雪
渓
だ
。
黒
ず
ん
だ

所
や
、
純
白
の
箇
所
、
岩
が
飛
び
出
し
、
氷
雪
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
所
。
自

然
の
計
ら
い
は
、
人
智
を
超
え
る
。

 「
○
○
、
昼
食
に
し
ょ
う
か
～
」
登
攀
開
始
か
ら
６
時
間
余
り
。
頂
上
は
、
眼

の
前
だ
。
緩
や
か
な
雪
渓
の
上
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
眺
め
ら
れ
、
昼
食
を

摂
る
こ
と
に
。
濃
紺
の
海
原
が
、
眼
下
に
果
て
な
く
、
広
が
る
。
二
度
と
は
、

観
れ
な
い
の
だ
。

 「
そ
う
や
！
、
お
う
、
そ
れ
か
せ
っ
！
」
相
方
が
、
下
ろ
し
た
、
リ
ュ
ッ
ク
に

吊
り
下
げ
た
、
ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
を
。
万
年
雪
を
、
掘
り
下
げ
て
、
カ
ッ
プ
に
詰

め
込
ん
で
。

 「
○
○
、
板
チ
ョ
コ
入
れ
て
く
れ
や
」
差
し
出
し
て
き
た
。

 「
オ
ー
ケ
ー
」
板
チ
ョ
コ
を
、
ナ
イ
フ
で
、
鰹
ブ
シ
を
削
る
要
領
で
、
削
り
、
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雪
の
詰
ま
っ
た
、
カ
ッ
プ
へ
入
れ
る
。

 「
で
き
た
で
ー
、
ほ
い
」
手
渡
し
た
。

 「
お
ま
え
な
～
、
も
う
ち
ょ
っ
と
、
薄
～
う
に
削
れ
や
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
や
ん
」
顔

は
、
笑
っ
て
る
。
箸
で
、
掻
き
混
ぜ
な
が
ら
、
ほ
う
ば
る
。

 「
噛
み
応
え
あ
っ
て
、
う
ま
い
や
ろ
～
」
笑
顔
で
、
応
じ
る
。

 「
ま
～
な
」
苦
笑
に
変
わ
っ
た
。
登
攀
中
に
、
気
づ
い
た
、
取
り
止
め
の
な
い
、

話
を
し
て
い
る
と
、
登
山
部
の
連
中
が
、
列
に
な
っ
て
。

 「
お
先
に
ー
」
と
、
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
、
手
を
振
っ
て
い
る
。
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 「
は
～
い
、
気
を
つ
け
て
ー
」
立
ち
上
が
っ
て
、
二
人
し
て
、
大
き
く
振
り
返

え
し
た
。

カ
メ
ラ
を
持
ち
、
雪
渓
上
か
ら
、
何
枚
か
写
真
を
撮
っ
て
い
た
、
相
方
が
。

　「
バ
シ
ャ
ッ
ー
、
ば
し
ゃ
ー
」
雪
渓
で
、
顔
を
洗
い
出
し
た
（
ア
ラ
イ
熊
、
み

た
い
な
や
つ
や
な
～
）
。

 「
○
○
、
や
っ
て
み
～
」
二
人
し
て
、
雪
の
中
へ
、
顔
を
突
っ
込
む
。
巨
岩
の

隙
間
か
ら
、
巻
き
込
む
よ
う
に
し
て
、
そ
よ
、
と
、
微
風
が
顔
を
か
す
め
る
。

汗
が
引
き
、
ほ
て
っ
て
い
た
身
体
が
、
冷
め
て
い
く
。

 「
サ
ッ
パ
リ
し
た
な
～
、
よ
～
し
、
だ
ら
だ
ら
、
行
く
か
！
」
声
を
か
け
た
。

 「
ふ
ふ
～
ん
、
だ
ら
だ
ら
か
、
よ
っ
し
ゃ
ー
」
手
早
く
、
身
支
度
。
巨
岩
を
、

慎
重
に
回
り
込
み
、
頂
上
へ
。
緩
ん
だ
山
道
は
、
茶
色
か
ら
、
深
い
緑
に
変
わ
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っ
た
。
頂
き
へ
の
一
面
は
、
ハ
イ
マ
ツ
だ
。
緑
の
中
に
、
点
々
と
、
赤
や
紫
、

白
、
黄
色
の
小
花
が
覗
く
。
半
時
間
ほ
ど
で
、
羅
臼
岳
山
頂
へ
出
た
。

 「
し
ー
ぃ
、
ち
ょ
っ
と
待
て
！
」
キ
ス
リ
ン
グ
を
捕
ま
れ
た
。
振
り
向
く
と
。

 「
あ
そ
こ
、
、
、
」
腰
を
下
ろ
し
て
、
相
方
が
、
指
を
さ
す
。
ハ
イ
マ
ツ
の
間

に
、
雀
が
、
違
っ
た
、
良
く
見
る
と
、
リ
ス
だ
。

 「
あ
っ
！
、
、
、
」
ゆ
っ
く
り
、
腰
を
落
と
し
た
。
ハ
イ
マ
ツ
の
間
を
、
止
ま

っ
て
は
、
動
き
、
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
時
折
、
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
（
お
ま

え
ら
、
誰
や
、
っ
て
な
様
子
見
か
）
。
相
方
の
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
オ
ン
に

も
、
動
じ
な
い
。
逆
に
、
少
し
づ
つ
、
近
づ
い
て
来
た
。

 「
お
い
、
、
、
こ
っ
ち
き
よ
る
で
～
」
１
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
か
、
で
止
ま
り
。

こ
ち
ら
の
、
顔
を
、
覚
え
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
チ
ョ
ン
と
立
ち
上
が
り
、

キ
ョ
ト
キ
ョ
ト
、
見
比
べ
て
い
る
。
納
得
し
た
の
か
、
踵
を
返
し
て
、
ハ
イ
マ

ツ
の
海
へ
飛
び
込
ん
で
行
っ
た
。
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 「
お
ま
え
の
顔
、
み
と
っ
た
ど
」
相
方
が
、
笑
顔
で
言
う
。

 「
あ
ほ
い
え
、
お
ま
え
や
～
」
顔
を
、
見
合
わ
せ
。

 「
そ
う
言
う
こ
と
に
し
と
こ
か
～
、
ふ
ふ
っ
、
、
、
」
二
人
で
、
笑
っ
た
。
ハ

イ
マ
ツ
に
覆
わ
れ
た
、
山
頂
を
横
切
り
、
下
山
を
開
始
し
た
。

 「
風
向
き
変
わ
っ
た
ん
ち
ゃ
う
か
～
」
微
風
だ
が
、
か
す
か
に
、
風
が
下
か
ら
、

上
が
っ
て
き
て
い
る
。

 「
そ
や
な
、
よ
し
、
お
前
、
先
行
せ
～
」
下
り
は
、
相
方
を
先
に
行
か
せ
た
。

登
り
と
は
、
景
色
が
全
く
異
な
っ
た
。
下
り
は
、
取
り
付
き
か
ら
、
雑
木
林
だ
。

雲
間
を
突
き
破
っ
て
、
歩
を
進
め
る
。
人
が
滑
っ
た
痕
跡
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。

相
方
は
、
こ
れ
を
、
見
極
め
る
の
が
上
手
い
。
彼
の
踏
み
し
め
た
、
足
跡
を
確

実
に
辿
れ
ば
、
何
の
心
配
も
な
い
。
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 「
お
い
！
、
ポ
ン
チ
ョ
出
せ
」
相
方
に
、
声
を
か
け
た
。
雲
間
を
抜
け
る
と
、

小
雨
の
場
合
が
良
く
あ
る
の
だ
。
杣
道
は
、
直
角
に
近
く
幾
重
に
も
折
れ
曲
が

っ
て
い
る
。
時
間
を
か
け
て
い
る
わ
り
に
は
、
た
い
し
て
、
距
離
を
稼
い
で
い

な
い
。
要
す
る
に
、
下
っ
て
い
な
い
の
だ
。

 「
降
っ
て
き
た
な
～
」
下
か
ら
、
小
雨
が
吹
き
上
げ
て
く
る
。
や
が
て
、
横
殴

り
に
。
黄
色
い
ポ
ン
チ
ョ
が
、
濡
れ
て
、
顔
に
張
り
付
く
。

 「
あ
か
ん
、
小
休
止
や
」
相
方
に
声
を
か
け
、
雨
を
や
り
過
ご
す
こ
と
に
。
真

っ
暗
に
な
っ
て
き
た
。
雲
間
に
入
っ
た
の
だ
。
下
山
開
始
か
ら
、
休
ま
ず
、
４

時
間
近
く
が
経
っ
た
。
キ
ス
リ
ン
グ
が
、
堪
え
は
じ
め
た
。
両
肩
や
足
腰
に
、

重
み
が
。
山
道
の
カ
ー
ブ
は
緩
ん
で
き
て
い
る
。
麓
が
近
い
こ
と
は
、
経
験
で

分
る
。
と
、
薄
暗
い
、
樹
海
に
、
何
か
が
光
っ
た
。

 「
鹿
や
ー
！
」
相
方
も
、
気
づ
い
て
。
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 「
お
う
、
か
な
り
、
で
っ
か
い
な
～
」
鹿
の
目
が
、
こ
ち
ら
を
見
た
の
だ
。
闇

が
下
か
ら
、
迫
っ
て
き
て
い
る
。
も
う
、
半
時
間
も
す
れ
ば
、
日
が
落
ち
る
の

だ
。
小
降
り
に
な
っ
た
。
相
方
を
、
促
す
。
闇
が
ど
ん
ど
ん
、
追
い
か
け
て
く

る
。

 「
部
隊
旗
や
ー
」
相
方
が
。
真
下
に
、
ラ
ン
プ
の
灯
り
が
見
え
、
オ
レ
ン
ジ
に

斜
め
十
字
の
白
線
が
入
っ
た
、
旗
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
（
当
時
、
岩
尾
別

は
、
電
気
が
な
か
っ
た
）
。

 「
よ
ー
し
、
イ
チ
、
ハ
チ
、
マ
ル
、
ロ
ク
（
午
後
１
８
時
０
６
分
）
、
山
越
え

行
軍
終
了
」
腕
時
計
を
見
て
。

 「
ピ
ー
ッ
！
、
ピ
ー
ッ
！
」
相
方
が
、
合
図
の
笛
を
吹
い
た
。
数
個
の
ラ
ン
プ

に
照
ら
さ
れ
た
、
旗
の
灯
り
付
近
に
、
数
人
が
集
ま
っ
て
き
た
。
本
隊
の
連
中

が
笛
の
音
で
。
古
い
木
造
の
建
屋
の
輪
郭
が
。
旧
開
拓
農
家
の
家
を
、
そ
の
ま

ま
使
用
し
て
い
る
、
岩
尾
別
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
だ
。
そ
こ
か
ら
、
飛
び
出
し
て

き
た
の
だ
。
部
隊
旗
を
前
に
し
て
、
一
列
に
並
び
始
め
た
。
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 「
お
疲
れ
さ
ま
で
ー
す
！
」
横
一
列
の
全
員
が
、
二
人
に
敬
礼
。
午
後
６
時
１

７
分
だ
っ
た
。
羅
臼
か
ら
、
１
６
時
間
余
り
の
山
越
え
、
行
軍
が
終
了
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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